
金
部
古
践
志
巻
九

得
て
見
せ
け
れ
ば
、
漸
く
披
を
渡
し

τ流
浪
せ
り
。
子
炉
時
十
八
歳
た

り
。
後
柴
田
勝
家
の
媒
に
て
利
家
卿
に
奉
仕
す
。
元
抱
一
元
年
越
前
金
。

崎
の
披
資
に
‘
普
段
し
て
首
級
を
獲
た
り
。
共
の
秋
揖
州
天
満
に
於

τ、
利
家
卿
殿
し
給
ふ
時
、
村
井
叉
兵
衛
長
額
と
共
に
力
戦
し
て
傷

を
被
り
け
り
。
自
徐
毎
戟
従
軍
し
て
頗
る
武
功
を
顕
せ
り
。
天
正
十

一
年
四
月
利
家
卿
金
湾
入
城
、
同
年
五
月
永
繭
を
し
て
能
登
末
森
携

を
守
ら
し
め
ら
る
。
然
る
に
翌
十
二
年
九
月
越
中
の
領
主
佐
々
成

政
、
大
軍
を
寧
ゐ
て
末
森
械
を
取
巻
き
、
念
攻
す
る
事
一
重
夜
、
城

特
に
陥
ら
ん
と
す
。
永
縞
及
び
長
男
祭
明
死
力
を
聾
し
て
防
職
し
、

蜜
家
加
藤
氏
も
長
万
を
持
ち
、
侍
女
を
蔀
・
ゐ
て
披
中
を
巡
り
、
披
兵

を
励
ま
す
。
永
踊
念
を
金
調
停
に
告
ぐ
。
利
家
・
利
長
雨
卿
取
敢
や
後

援
た
し
給
ひ
し
に
‘
永
縮
減
門
を
開
き
て
突
い
て
出
で
‘
敵
兵
を
挟

み
討
ち
に
す
。
佐
々
の
兵
大
花
敗
北
し
‘
越
中
へ
引
取
り
け
る
。
利

家
卿
共
の
特
功
を
賞
し
て
、
感
放
を
賜
は
り
、
且
利
家
卿
共
の
日
渚

し
給
ふ
所
の
甲
胃
・
太
刀
・
腰
差
等
に
馬
械
を
添
へ
て
賜
り
た
り
。
同

十
五
年
四
月
筑
紫
陣
に
利
長
卿
に
従
軍
し
て
、
盟
前
蟻
石
の
披
貨
に

先
鋒
し
、
披
中
に
入
り
焼
を
譲
る
。
同
十
八
年
関
東
北
保
征
伐
の
時
、

松
枝
・
八
王
寺
の
披
責
に
先
登
し
て
鎗
を
合
は
せ
、
亦
癒
を
被
る
。
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-
侍
女
-
巡
ν
減
扮
循
d

皆
感
激
勇
集
百
倍
云
々
と
。
家
譜
に
一
式
ふ
。
永
踊

蜜
加
藤
碕
人
。
使
ゐ
舛
僕
煮
強
以
挨
剛
士
卒
之
飢
~
或
自
伊
之
云
々
。

と
も
見
h
.
ま
た
異
本
末
森
記
に
、
末
森
の
披
中
に
管
て
存
水
怠
か

り
し
か
ぽ
、
奥
村
氏
の
内
室
種
々
才
発
せ
ら
れ
て
、
と
す
い
の
下
J
Z

掘
ら
せ
け
る
に
、
水
多
〈
出
で
た
り
。
共
の
水
を
以
て
食
物
を
調
へ

け
る
に
、
共
の
水
ご
み
く
さ
く
て
食
物
等
調
へ
難
〈
時
は
ざ
る
に
、

内
室
の
工
夫
に
て
と
し
き
を
立
て
蒸
し
け
る
に
、
く
さ
み
去
り
て
清

水
と
成
り
た
り
。
此
の
外
種
々
工
夫
致
さ
れ
‘
鰭
人
勇
み
け
り
と
ぞ
。

按
宇
る
に
、
前
回
創
業
記
K
.
利
家
卿
召
a
歩
卒
-
日
場
開
a
末
森
水
手
師

敗
二
槻
按
兵
水
乏
及
v
渇
乎
a

汝
等
汲
a
庚
岡
名
水
-
入
v
箪
来
.
可
v
飲
a
披

兵
-
乎
.
揚
v
鞭
d

と
見
ね
た
る
な
ど
に
て
、
末
森
城
の
水
乎
を
敵
に
き

ら
れ
.
困
難
せ
し
と
と
知
ら
れ
け
り
。
此
の
外
に
も
内
室
の
働
き
術

多
か
り
し
と
い
ひ
停
へ
た
り
。

。
錫
屋
小
路

勉
尾
記
に
云
ふ
o
鍔
屋
小
路
と
い
ふ
は
、
石
引
町
よ
り
後
石
引
町
へ

出
づ
る
小
路
に
て
、
，
奥
村
下
邸
の
北
方
た
り
。
一
一
誌
に
、
鍔
屋
小
路

は
竹
滞
邸
の
前
通
り
を
い
ふ
と
も
い
へ
り
と
O

平
次
按
宇
る
に
・
右

の
-
続
は
非
た
り
。
元
総
六
年
の
士
帽
慨
に
‘
石
引
町
後
鍔
屋
小
路
と

金
滞
古
蹟
志
巻
丸

四
八

。
奥
村
氏
内
室
加
藤
氏
偉
話

家
稽
K
.
永
臓
襲
昌
尾
州
人
加
藤
氏
女
一
生
a
四
男
一
女
吋
と
あ
り
て
、

此
の
内
室
は
‘
尾
州
宮
の
住
人
加
藤
奥
三
郎
の
娘
な
り
と
ぞ
。
野
岡

山
碑
文
笠
宮
ふ
。
実
正
十
二
年
九
月
d

成
政
葬
率
昌
大
兵
-
鎚
ι
米
森
城
吋

念
攻
一
日
一
夜
.
披
将
v
陥
者
数
突
一
試
ぺ
内
子
加
藤
氏
持
=
長
刀
吋
寧
=

文
藤
四
年
三
月
叙
爵
し
、
伊
強
守
を
拝
任
す
。
家
除
湿
々
加
恩
あ
り

て
、
一
高
千
九
百
五
十
石
を
賜
は
り
、
慶
長
元
年
致
仕
し
.
家
総
ぞ

長
男
築
明
に
態
り
、
剃
髪
し
て
快
心
と
mmし
.
鹿
長
十
九
年
大
坂
城

貸
の
時
金
部
の
城
代
を
勤
め
.
寛
永
元
年
六
月
十
二
日
卒
す
。
享
年

八
十
四
歳
。
石
川
郡
野
岡
山
花
葬
る
。
寛
文
十
三
年
木
下
貞
斡
を
し

て
碑
文
を
提
ぽ
し
め
.
一
世
の
勅
功
を
記
載
し
て
墓
前
に
建
て
た

り
。
長
男
柴
明
も
末
森
以
来
の
武
功
あ
る
を
以
て
、
底
e
家
織
を
増
加

せ
ら
れ
、
鹿
長
元
年
叙
侵
し
て
河
内
守
を
拝
佳
し
、
且
弓
術
に
長
じ

け
る
に
依
っ
て
、
射
士
四
十
騎
を
預
け
ら
れ
、
元
和
元
年
十
一
月
利

常
卿
の
世
子
光
高
君
誕
生
の
時
、
命
に
依
っ
て
基
自
の
弓
術
を
勤

む
。
夫
れ
よ
り
家
格
と
成
り
、
世
々
小
君
懐
妊
の
都
度
審
闘
の
規
式

を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。
叉
世
子
誕
生
初
め
て
産
紳
枇
参
の
時
、
必
4
r
第

宅
へ
腰
を
か
け
給
ふ
を
家
例
と
友
し
た
り
け
り
。

見
b
、
今
も
石
引
町
の
裏
・
元
奥
村
下
邸
の
小
路
を
呼
ぺ
り
。

O
鍔
屋
宇
右
衛
門
侮
話

国
事
昌
披
問
答
に
云
ふ
。
臭
村
丹
後
守
下
屋
敷
港
を
鍔
屋
小
路
と
い

ふ
は
、
背
鍔
屋
字
右
衛
門
と
て
鍔
鍛
冶
の
名
入
居
た
り
。
共
の
子
櫨
兵

衛
と
云
へ
る
も
上
手
に
て
、
二
代
と
も
に
名
高
く
、
通
り
町
よ
り
小

路
代
か
け
大
き
な
る
家
作
に
て
、
裕
稿
に
有
v
之
慮
、
次
第
に
零
落
な

し
た
り
け
ん
。
櫨
兵
衛
の
死
後
、
そ
の
帯
三
郎
宥
衛
門
と
い
へ
る
者

家
を
縫
ぐ
と
い
へ
ど
も
、
迭
に
右
の
家
屋
を
寅
鋤
ひ
他
所
へ
退
去
し

け
る
。
然
れ
ど
も
名
高
き
鍔
屋
な
り
し
ゅ
ゑ
に
共
の
名
残
り
て
、
今

陀
至
り
っ
ぱ
や
せ
う
じ
と
い
へ
ば
、
人
此
所
へ
来
る
た
り
と
ぞ
。
或

人
目
〈
‘
賞
地
金
津
府
下
に
刀
剣
の
鍛
冶
は
、
乗
若
・
勝
因
・
粂
巻
・

清
光
或
は
家
次
・
家
忠
た
ど
を
初
め
と
し
て
、
移
多
の
鍛
冶
共
多
く
‘

共
の
弟
子
家
の
鍛
冶
も
数
名
あ
り
と
い
へ
ど
も
・
共
の
鍛
へ
た
る
も

の
は
万
・
腰
物
の
類
或
は
鎗
・
長
刀
・
矢
根
・
小
万
の
類
の
み
に
て
、
い

ま
だ
粂
若
・
勝
因
・
な
ど
の
打
ち
た
る
鍔
を
見
た
る
事
た
し
o
鍔
も
刀

剣
と
同
じ
く
、
共
の
鍛
治
を
吟
味
す
る
は
勿
論
・
な
り
。
い
に
し
へ
よ

り
静
職
の
時
‘
鍔
を
切
り
倒
ら
れ
、
夫
れ
が
錫
め
焼
を
欝
hv.
或
は

職
死
せ
し
人
た
き
に
あ
ら
歩
。
放
に
園
初
の
頃
は
‘
刀
剣
と
共
に
鍔

四
九




